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地方のバス会社に占める赤字の割合

100％
※大都市部を除く「その他地域」の赤字事業者の割合

出典：国土交通省 令和2年度一般乗合バス事業の収支状況
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少子高齢化
人口減少

ドライバー
不足

廃止路線
の増加

自動運転が課題解決策に



2022年4月 改正道路交通法成立

「電動化・⾃動運転実装化元年」
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2023年4月 施行 ＝ レベル4 解禁

※デジタル⽥園都市国家構想総合戦略（2022年12⽉閣議決定）



政府目標 : 2025年目処に

国内50ヶ所の実用化
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→ 全都道府県での実施を目指す
※23年1⽉23⽇ 第211回国会における施政⽅針演説



政府目標 : 2027年目処に

国内100ヶ所以上の実用化

7

7

※デジタル⽥園都市国家構想総合戦略（2022年12⽉閣議決定）



8

自動運転

レベル
内容 運転主体

Lv. 5 完全自動運転 システム

Lv. 4 Brain off
(Driver Free) システム

Lv. 3 Eyes off システム/人

Lv. 2 Hands off 人

Lv. 1 運転支援
Foot Free 人

解禁︕
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サービスカー
（バス・トラック）

オーナーカー
（⾃家⽤⾞）

優先 2030年代以降

参照 官⺠ITS構想ロードマップ 2021年



2016年創業 ソフトバンク株式会社発 ⾃動運転ベンチャー



事業ドメイン
⾃動運転⾞の

開発は⾏ってない
⾃動運転⾞を使った
ビジネスモデルの構築

FMS（フリーマネジメントシステム）︓乗客⾒守りや⾞両遠隔監視システム



今ある技術や制度で実⽤化を⽬指す



13





自動運転バス = 横に動くエレベーター
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運賃無料予約不要 ⾼頻度
循環
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 X

道路運送車両の保安基準第 55 条による基準緩和認定 
ハンドル、ブレーキペダル等のない自動運転車として初

日本初、ハンドル等がない 
自動運転バスがナンバー取得 
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138
BOLDLYが実施した

⾃動運転バスの実証実験回数

回
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4
BOLDLYが達成した
⾃動運転バス実⽤化案件

箇所

① ⽻⽥イノベーションシティ

② 茨城県境町
4

BOLDLYが達成した 
自動運転バス実用化案件

箇所

2. 羽田（東京都）1. 境町（茨城県）
 X

3. 上士幌町（北海道） 4. 日進市（愛知県）

2020.11.26 2020.9.18

2023.1.252022.11.30
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＜ポイント＞
・将来Lv4の定常運⾏を⽬指す⾃治体が対象
・⾞両導⼊/運⾏費⽤が補助対象
(関連事務費⽤含む) 

・補助率 10/10

⽇進市の採択が決定

令和４年度実証実験について（R4年補助⾦事業概要）



⽇進市概要
・場所︓愛知県中部

名古屋と豊⽥市の間に位置するベッドタウン、現役世代が多い

・⼈⼝︓93,042⼈
2040年まで⼈⼝増加予定だが、⾼齢者の⼈⼝割合は⾜元増加傾向 (90年9.3%→20年21.6%)

・特徴︓学術研究都市
名古屋商科⼤、名古屋学芸⼤など5⼤学が点在、トヨタ、デンソーなどの研究機関も⽴地
声優、映画監督など、多様⼈材

⽇進市の課題
・既存バスの満⾜度低下

（サービス圏拡⼤による低頻度化、⼀⽅通⾏運⾏の弊害）

・増加する⾼齢者の対応、公共交通の維持
（免許返納者への交通代替⼿段の確保、交通事業者のドライバー不⾜）

・世代/地域間のニーズ格差
（⾼齢化率 10%  ⇄ 30%︓⾼頻度循環 ⇄ オンデマンド⾛⾏）

⾃動運転バスの導⼊によって課題解決を⽬指す

令和４年度実証実験について（導⼊背景概要）



⾃動運転バスで細かいニーズを吸い上げる

中核拠点との接続
交通の多い市街中⼼部
⾼速・⼤量輸送

ラストワンマイルの提供
⾯で抑える

データに基づく定時運⾏

令和４年度実証実験について（導⼊背景概要）



令和４年度実証実験について（導⼊背景概要）
くるりんばす市役所前⼀⻫発着の様⼦

（7路線が毎便 ⼀堂に会する。7台同時帰発着を実現しているケースは稀有）

⾃動運転バスとのシームレスな乗継ぎを提供
⽇進駅と交通拠点の市役所間を運⾏



令和４年度実証実験について

総距離 5.7km（1周約50分）

主要施設 日進駅、おりど病院、日進市民会館
スポーツセンター、日進市役所

利用目的 生活路線
（日進市役所を拠点に既存路線バスと接続）

車線 片側1車線

その他 追越禁止､歩車分離､バスベイ有り

実施期間 2022年1月26日-2月28日

運行形態 定時定路線運行
(1日6便 9:00-16:30)

検証内容
・安定運行に向けた課題抽出
（他の交通への影響把握）

・市民の社会的受容性検証
・移動ニーズとの整合性検証

検証方法
・走行データ取得分析
・アンケート調査
・乗客数カウント

◎ルート上の主要施設

日進駅
（鉄道との結節点）

日進市役所
（くるりんばすとの結節点）

◎実証実験概要 ◎ルート概要

日進市民会館

交通結節点と⽣活路線の接続による
既存公共交通と⾃動運転バスのベストミックスを検証

◎走行ルート
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累計乗⾞⼈数︓1,122⼈
⽇別平均⼈数︓47⼈

運休⽇を除き 1⽇平均４７⼈の乗⾞を達成
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乗⾞⼈数 (1/26-2/28︓24⽇間)

累計乗⾞数
2,000名越え

LINE登録者数
953名 (8/8時点)
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⾃動運転バス予約サービスの実装



日進市 BOLDLY㈱

㈱セネック

• プロジェクト企画・管理
• 自動運転車両の走行準備
• 遠隔監視システムの提供
• 運行管理業務の実施

• 運行管理業務
• 冗長遠隔監視

• プロジェクトオーナー

再委託

ソフトバンク㈱
連携

協定書締結
業務委託

日進市地域公共交通会議
座長：松本幸正 名城大学教授

・諮問

• 関連施策の推進

名鉄バス(株)

再委託

• オペレータの派遣(車両運行)
• 現地遠隔監視対応

㈱マクニカ

再委託

• 車両輸入､改造
• メンテナンス
• 修理対応

中日モータース
• 日常点検 / 車検 / 修理対応23年度の運行は遠隔監視含め名鉄バス主導で実施

茨城県境町

・広域連携

名城大学
・知見共有

22年12月に自動運転実装に向けた
コンソーシアムを締結。拡大中

23年度運⾏体制

xID(株)
連携・再委託

+ (株)ギフティ他

• マイナンバーカード乗車予約連携、ポイント施策





⽇進市 ⾃動運転バス事業のサポーターを募集しています!!

⾞内外の広告掲載 視察ツアー企画
地域ポイント事業の参画

⾃動運転バス乗⾞（予約者のみ）

その他
事業協業




